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モニウム(開始剤、 17.5mM)水溶液(B液)の 2種類の水溶液を用意した。この 2種類の溶液





変化はなく、 345秒以降から散乱関数が増加し始める。 445秒まではI(q)はOrnstein-Zernike 
(OZ)型関数で近似することができ、この時間領域では重合の進行に伴い濃度揺らぎが
増加していくことが分かった。しかし、 445秒以降の散乱関数は 1つの OZ型関数ではう
まく近似できず、架橋により凍結された不均一な濃度分布の効果を考慮した次式により
うまく表すことができた。
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Figぽ e.2.19.70Cにおける、Figure 1. 19.70Cにおける散乱関数
1d(O) ，3" 10(0)， cの時間変化1(q)の時間変化の様子
次に白濁ゲルが生成される 35.00Cでの散乱関数の時間変化の様子を Fig.3に示す。 Fig.3を





l(q) = Aq-4 +一一ττ
l+q"e，'" 
でうまく表せた。とは濃度揺らぎ、 A はマクロ相分離構造の大きさを表すパラメータであ




























35.00Cにおける A，1(0)， c Figure 4. 
??? ?
35.00Cにおける散乱関数1(q)Figure 3. 
